
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  令和６年度 第２回伊勢崎市社会教育委員会議 

開 催 日 時  令和６年８月２７日（火）午後２時００分～午後４時３０分 

開 催 場 所  伊勢崎市役所東館５階第４会議室 

出 席 者 氏 名 

【委員】１5名 (欠席5名) 

下城委員、相川委員、村田委員、福本委員、栗原委員、 

常木委員、赤石委員、後藤委員、清水委員、高畑委員、 

永田委員、荻原委員、松島委員、細渕委員、丸橋委員 

【事務局】３名  

 川田課長補佐兼社会教育係長、大石社会教育係長 

 栗原社会教育指導員 

傍 聴 人 数  ０人（公開） 

会 議 の 議 題 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 協議・意見交換       

（１）社会教育事業について 

  ・本市の取組から 

  ・動画視聴「市民の力でつくる教育の町」（ＮＨＫ） 

（２）本市における社会教育の取組や課題について 

  ・意見交換(グループワーク) 

（３）その他 

４ 連 絡 

  ・中部地区社会教育委員研究集会について  

・今後の予定 

５ 閉 会 

会 議 資 料 の 内 容 

○ 令和６年度第２回伊勢崎市社会教育委員会議（資料） 

○ 群馬県社会教育委員会議「議論のまとめ」リーフレット 

○ 伊勢崎市夏休みこども向け講座一覧表 

会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 協議・意見交換       

（１）社会教育事業について 

○事務局から、資料により公民館等で行われている子供向け講 

 座をはじめ、子供の居場所づくりに関わる事業の実施状況を 

説明。また、動画視聴をし、本市での取組について考える。 

【委員】・動画の取組は参考になるいい取組であった。 

・本市で子供を育てたいと思ってもらえるような取組

は、子供のことだけではなく、親の働く場所や生活圏



の整備など経済的なことを含めていろいろ課題があっ

て難しいのではないか。 

【事務局】・課題はいろいろとあると思うが、地域の担い手不足

に不安を感じるといったアンケート結果が市の総合戦

略の中でも出ていることから、担い手となる子供たち

にどんな経験をさせていくか、地域で子どもを育てて

いく上で必要なこと、できることはないかということ

に絞ってご意見をいただきたいと考えている。 

【委員】・本市の取組のまなびぃ先生事業など充実させること

で、できることがあるのではないか。社会教育委員だ

けでなく、公民館運営審議会委員や行政区の役員など

と連携して取り組めるといいと思う。 

【事務局】・他の団体の協力を得ることも視野に入れ、話し合っ

てご意見をいただけるといいと思う。 

【委員】・全国的にも問題になっているが、県内でも消滅可能性

自治体が増えている。地域を支える担い手が不足して

いるという不安を抱える方が多くある実態の中、子供

たちや若者をどう地域づくりに参画させるかを考える

ことは重要なことである。大学や仕事で都心部に出て

いくことは悪いことではないが、地域を思い、地域の

ためにできることを考えたり、将来的に戻ってきたり

してくれるような地域をつくっていけるといい。その

ために、子供のうちから地域の中で様々な体験をさせ

て、地域へ愛着や自己有用感を育んでいけるような取

組ができるといいと思うし、そういったことを話し合

いの中で考えていく必要がある。 

【委員】・実態を把握するためにアンケートを実施することで、

話し合いに生かしていけるのではないか。 

【事務局】・アンケート実施については、市内全体でとるのは時

間、労力を考えると難しいのではないか。実施する

地域を絞ってはどうか。 

・アンケート内容については事前にみなさんからご意見

をいただいたものをまとめてあるのでご覧になってい

ただいてご意見をいただきたい。 

 →アンケート内容について承認。 

 

→地域の担い手となっていく子供たちを地域でどう育てていく 

かを引き続き話し合っていく。 

 

→豊受公民館が来年度新しくなることから、新しい施設で事業 

を展開する際に参考になるのではないかということから、豊 

受地区でのアンケート実施について承認される。 

 

（２）本市における社会教育の取組や課題について 

 ○３つの小グループに分かれて意見交換 

「地域の子供たちを社会教育(地域)でどう育てるか」 

・「どのような場が必要か。また今ある場の課題は何か。

（場づくり）」「子供と保護者の思いと地域の思いをどう

 つなげるか(つなぐ手段)」「子供を地域行事や公民館事

 業に参加させ育てていくために、どんなことが必要か(人



 づくり)」の３つの視点で意見交換を行う。 

・意見は付箋紙に記入し、３つの視点に分けて模造紙に張っ

ていく。 

・群馬県社会教育委員会議リーフレット「議論のまとめ」を

参考資料として配布。 

 

○グループ毎に意見を貼った模造紙を掲示し、内容を発表 

  

（３）その他 特になし。 

 

４ 連 絡 

 ○事務局から連絡   

・中部地区社会教育委員研究集会について  

・今後の予定 

 

５ 閉 会 

 

 

 


